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１．自治体での公共施設をめぐる問題 

□高度成長期に集中投資された公共施設の老朽化 
⇒更新・修繕費用の増大 

 
□地方財政の硬直化 

⇒投資的経費の縮小 
 

□少子化、高齢化の進展 
⇒施設需要の変化（質的・量的） 
 

□災害時避難場所の再検討 
⇒施設防災対応力の強化 

「公共施設マネジメント」の導入が急務 
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２．公共施設マネジメントとは 

□保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連
動しながら管理・活用する仕組みのこと。 

 
＜公共施設マネジメントの基本フロー＞ 
 実態把握 方針策定 実施計画の立案・実践 
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個別施設
の整備方
法、スケ
ジュール
等の整理 

個別施設の
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住民及び議会等との意識共有 
公共施設更新費
用試算ソフトの

活用！ 
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３．財団の公共施設マネジメントの取り組み 

・公共施設更新費用試算ソフトの無償提供  
  ’ 自治体間比較のためのデータベース化も検討 
・セミナー開催等による啓蒙活動  

（２）公共施設マネジメント手法の提案 

（３）公共施設マネジメント導入後の「出口 
戦略」に係る情報提供 

（１）自治体における公共施設マネジメント 
導入の「きっかけ」づくり 



◎公共施設更新費用試算ソフトの無償提供 

□開発経緯 
＜平成２３年３月＞  

• 「公共施設及びインフラ資産の更新に係る費用を簡便に
推計する方法に関する調査研究」報告書の公表 
（（財）自治総合センター） 

• 公共施設更新費用試算ソフト（エクセル版）公表（総務省） 
 
＜平成２４年度＞ 

• 総務省協力のもと同ソフトの改良 
（ふるさと財団） 

 
＜平成２４年１２月＞  

• 公共施設更新費用試算ソフト 
（ＷＩＮアプリ版）公表（ふるさと財団） 
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「自治体ＰＦＩ推進センター」の
ホームページ 
公共施設更新費用試算ソフト
ダウンロード先ＵＲＬ
http://www.pficenter.jp/pgmdo
wnload.php 

＜公共施設更新費用試算ソフトのダウンロード＞ 

http://www.pficenter.jp/pgmdownload.php
http://www.pficenter.jp/pgmdownload.php


◎試算の考え方 

□試算の対象 
①市町村の公共施設（普通会計の建築物及び病院）及び

インフラ資産（道路、橋りょう、上水道及び下水道） 
 
□試算の手法 

①現在の公共施設をそれぞれ設定した耐用年数の経過

後に現在と同じ面積・延長等で更新すると仮定して推計 
②公共施設の面積・延長の数量データに更新単価を乗じ

ることにより将来の更新費用を推計 
③更新単価は、これまでの工事実績をもとに初期設定 
④これまでの投資決算額を既存更新分、新規整備分及び

用地取得分に分類して推計結果と比較 
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◎試算の対象など 

更新の考え方 
（初期値） 数量 資料 

公共施設 60年で建て替え 
(30年で大規模改修) 

延床面積 
(㎡) 公有財産台帳 

道路 15年で舗装部分の更新
（打換え） 面積(㎡) 道路施設現況調査 

橋りょう 60年で架替え 面積(㎡) 道路施設現況調査 

上水道管 40年で更新 延長(ｍ) 水道統計調査 

下水道管 50年で更新 延長(ｍ) 下水道事業に関する
調書 



◎エクセル版からの改良点 

□アプリケーション化による機能充実 
• 調査対象年度を自動的に更新する機能を付与 
• 調査票の記入欄の入力規制強化 ’ 入力エラーの軽減 
• 既入力エクセルファイルからの取り込み機能 
• 次年度データ入力の簡易化  

□機能的な変更点・追加点 
• 【公共施設】更新年数変更、単価変更、積み残し割振り年変更、実施
年変更 

• 【道路】更新年数変更、単価変更、分類別入力欄の追加 
• 【橋りょう】更新年数変更、単価変更 
• 【上下水道】更新年数変更、単価変更 

 

更新年数の変更等により長寿命化等の
簡易なシミュレーションが可能 
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ソフトの操作体系と入力画面 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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公共施設の整備状況 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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公共施設の更新費用の試算 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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上水道の整備状況 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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上水道の更新費用の試算 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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全体の更新費用の試算 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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耐震化の状況 

（注）架空の団体のものであり、数字は仮定のものです 
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◎今後の計画 

□シミュレーション機能の拡充 
 
□アプリケーションのクラウド化 
 
□データの指標化 
 
□自治体間比較 
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